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令和７年度 第３回 自立支援協議会 

令和８年３月 23 日（月） 資料１-２ 

障がい児部会 報告書 

会議名 第２回 障がい児部会 

開催日時 令和８年１月 16日（金）９時 30分～11時 30分 

開催場所 板橋区立グリーンホール ２階ホール 

出席者数 13名（欠席１名） 傍聴者数 ０名 

 

報告事項（２件） 

議題名 児童発達支援事業所連絡会 

概要 
令和７年 12 月 18日に開催した児童発達支援事業所連絡会において「就学に向けた児童

に対する支援」をテーマに事業所間同士で意見交換をした旨、部会員より報告した。 

 

議題名 相談支援員連絡会 児童発達部門交流会 

概要 
令和７年 11 月 20日に開催した相談支援員連絡会の実施状況について、部会員より報告

した。 

 

 

協議事項（１件） 

議題名 改訂版子どもの発達支援ガイドブックについての意見交換 

概要 

改訂版子ども発達支援ガイドブックについて、「発達に気がかりがあるときの相談窓口

について」「発達に気がかりがある時の保育、幼稚園等について」、「学校について」の

３つのテーマを２つのグループに分かれて意見交換を行った。 

主な意見・ 

回答 

■テーマ「発達に気がかりがあるときの相談窓口について」、「発達に気がかりがある時

の保育、幼稚園等について」 

《１グループ》 

・「気になるところ」からどう窓口につなげるのかは大事なこと。 

・最初の相談先が分かりにくいため、相談窓口の一本化ができるとよい。 

・「発達の気がかり」より、「子育ての気がかり」ということばを使った方が相談につな

がりやすいのではないか。 

・利用者に情報が届きやすいように、支援者も情報を持てるようにできるとよい。 

・療育の目的を分かりやすく伝えることが大切ではないか。 

・児童発達支援事業所等ごとの特徴が分かるとよいのではないか。 

・保育所等訪問支援について記載できるとよいのではないか。 

・保護者への相談を３つの児童発達支援センターでできるとよいのではないか。 

・療育を利用しない場合のサービスは何があるのか。 

《２グループ》 

・相談窓口の一本化ができるとよい。 

・「発達の気がかり」よりも「育児での困りごと」という切り口で情報を提供した方が必

要な支援が届きやすいのではないか。 

・保育所等訪問支援の情報を載せられるとよいのではないか。 

・未就園児の場合も想定して作成するのはどうか（子育て広場、すくすくサロン、おや

こっこ、げんきっこについて）。 
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■テーマ「学校について」 

《１グループ》 

・就学相談の流れなどの情報について、保護者にとって分かりやすいような形で記載で

きるとよいか。 

・困りごとを分類した形で記載できると分かりやすいのではないか。 

・就学相談の情報を保護者がいかに早く入手できるかが大切であるため、幼稚園や保育

園の中でも、就学相談等に関する情報が周知されるとよいのではないか。 

・共同学習についても記載できるとよいのではないか。 

・合理的配慮について、学校はどこまで対応してくれるのか。 

《２グループ》 

・「学校」→「学齢期」の表現がよい。 

・学校種別を分かりやすく説明できるとよい（特別支援学級、STEP UP 教室等）。 

・入学後に出てくる家庭での困りごとについての情報を載せられるとよいのではない

か。 

・入学後も子どもの状況に応じた相談ができることも分かりやすく示した方が良いので

はないか（転学等）。 

・就学先を検討するにあたり、特別支援学校における職業教育等、卒業後の生活を見据

えた情報（就労支援）も載せられるとよいのではないか。 

・相談支援事業所が関わる前の一般的な相談体制や、相談を受ける側のスキル向上が大

切ではないか。 

■その他出た意見 

《１グループ》 

・ガイドブックに色やイラストがあると見やすくなるのではないか。 

・ガイドブック（紙）以外の発信方法があるとよい（二次元コードやチャット、動画の

活用）。 

《２グループ》 

・ホームページで情報を示す際には、キーワードにタップすると関連する情報にたどり

つけるようなつくりにできるとよいのではないか。 

■意見に対しての質疑応答 

（質問）「就労」とは子どもの就労のことか、親の就労のことか教えてほしい。 

（回答）子どもの就労のことである。 

今後の 

方向性 

今回の意見をもとに、ガイドブック（案）を作成し、次回の部会でガイドブック（案）

についての意見交換を行う。また、次回は「受診先」、「親の会等」の項目について意見

交換を行う。 

 

 


